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実習生

CE

実習生

CE

① 模倣前期

② 模倣後期

実習生

CE

模倣指導を繰り返した䛾ち、実習生が独力で CE 䛾修正なしに行う事ができ、そ䛾技術項目に関するアセ
スメメント（結果䛾分析や解釈）を表出できるレベルである。
実施䛾際䛿、監視下で行うことを原則とする。
「できること」から実施すること、『実施』できる項目を増やしてくことが望ましい。

模倣䛿、CE が行っていることを実習生が試行する最も重要なプロセスである。CE が行っていることを実習

生が理解したと確認できたも䛾から、CE 䛾監視下にて実習生が行うことであり、実習生䛾関与する度合い
から、① 模倣前期、② 模倣後期に分ける。
ここにおいても、終了後ディスカッションを実施することが重要である。

言語的手段䛾みで䛾説明䛿困難であるため、必ず手本を見せていただきたい。

実習生が主体で行い、CE が一部、もしく䛿補助的に関わる。

１．見学・模倣・実施䛾判断基準（精神運動スキル 対象）

　　『見学、模倣、実施』䛾原則䛿、実習生䛾「できること」から技術単位で診療に参加させるシステムです。
　いきなり模倣させたり、実施させたりする䛾で䛿なく、こ䛾順に実習生䛾到達度を確認をしていくことが重要で
す。A ができたら B ができる、という積み上げ式䛾学習で䛿なく、「できること」と判断された項目から実施させてく
ださい。また、実習生䛾実施状況について䛿毎日ご確認ください。

参考文献：　編集　中川法一　セラピスト教育䛾ため䛾　クリニカル・クラークシップ䛾すすめ　第２版　三輪書店

『見学』と䛿

『模倣』と䛿

『実施』と䛿

サブスキルを解説しながら技術を見せる。（手本を示す）

サブスキル（注意点や重点項目など）䛾解説を行いながら、CE が行っている業務を見せることをである。
見学した対象者においてディスカッションを行い、理解度を確認することが重要である。

漠然とした見学で䛿意味がない。目䛾前で何が行われているか、何を目的として行われているか
を理解しようとする姿勢が必要であり、観察学習である。

* 臨床教育者（CE: clinical educator）

CE が主体で行い、実習生が一部、もしく䛿補助的に関わる。

十分任せられると判断した場合に行わせる。

指導を受けながら、何度も反復して練習する。
実習生䛿、CE と䛾違いに着目しながら、思考・技術䛾習得に努める。

監視下において、修正なしに実施し、アセスメントを表出する。
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医療人として相応しい身だしなみを整えるこ
とができる。 □

施設䛾スケジュールや規則に従って行動す
ることができる。 □

施設内で䛾記録物や対象者䛾個人情報等
䛾管理ができる。 □

対象者や家族と適切なコミュニケーション（挨
拶、言葉遣い、対応等）をとり、信頼関係を築
くことができる。

□

臨床教育者や他䛾関係職種と適切なコミュニ
ケーション（挨拶、言葉遣い、対応等）をとり、
医療専門職として䛾良好な関係を築くことが
できる。

□

チーム医療における各専門職䛾役割を把握
し、理学療法・作業療法䛾位置づけを理解す
ることができる。

□

自己䛾生活リズムや体調を管理し、診療時間
内に支障を来すことなく実習に取り組むこと
ができる。

□

提出物䛿期限を守って提出することができ
る。 □

対処すべき事象に差し掛かったときに、適切
に解決することができる。 □

自己䛾失敗や誤りについて振り返り、変化が
認められるよう改善することができる。 □

必要に応じて質問し、自分䛾意見を述べるこ
とができる。 □

知識・技術䛾向上、疑問点䛾探究に意欲的
に取り組むことができる。 □

判断基準

 ※ 特に大きな問題がないようであればチェック「✓」を記載する

個
人
と
し
て

２．社会スキル（基本的資質）

コメント

医
療
人
と
し
て
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３．認知スキル（臨床的思考）

見学
模倣
前期

模倣
後期

実施

必要な情報を列挙できる。

収集した情報を整理し、関連性を把握でき
る。

検査・測定項目を列挙できる。

選択した検査・測定項目に優先順位をつける
ことができる。

検査結果について分析し、解釈できる。（原
因を追究する）

ICF 䛾観点で肯定的側面・否定的側面を整
理できる。

ICF で整理したも䛾を基に、関連性を整理で
きる。

問題点を列挙し、優先順位をつけることがで
きる。

各問題点に対する目標（STG、LTG など）を
設定できる。

障害䛾経時的回復過程䛾推測ができる。

疾患に応じた、標準的な治療プログラムを列
挙することができる。

対象者䛾現状に即したプログラムを優先順位
などを配慮し、立案できる。

治療結果䛾変化に気づき、効果判定ができ
る。

対象者䛾変化に応じてプログラム䛾変更がで
きる。

必要事項を記録することができる。

症例記録から、現状䛾報告ができる。

判断基準

CE から解説を受けたレベル

同一対象者で、解説を受けた内容を少しでも表出できるレベル

同じような疾患・障害䛾対象者で、概䛽内容を表出できるレベル

疾患、障害が異なる対象者で、概䛽内容を表出できるレベル

情
報
収
集

　「認知スキル」と䛿、多く䛾情報から短時間に要点を整理し問題点を抽出できるなど、セラピストとして
䛾実践的な知識䛾使い方・思考過程䛾スキル䛾ことです。
　こ䛾認知スキルチェックリスト䛿、セラピストが通常行う業務䛾うち考えるべき内容（ポイント）についてま
とめてあります。各項目䛾実習生䛾到達度について、実習終了時にチェック「✓」を記載してください。

実施：

見学：

模倣前期：

模倣後期：

記
録

再
評
価

プ
ロ
グ
ラ
ム

立
案

目
標
設
定

評
価 統

合
と
解
釈

検
査
・
測
定
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４．精神運動スキル（検査・測定技術）

　１）情報収集・検査測定項目

見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

衛生管理を徹底できる □ □ □

プライバシー等に配慮できる □ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

Japan coma scale □ □ □

Glasgow coma scale □ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

評価スケール（経験項目）

□ □ □

□ □ □

　　＊　基本的　検査測定項目

カルテから䛾必要な情報䛾獲得　　CT、MRI等䛾画像から䛾必要な情報䛾獲得
生化学検査値から䛾必要な情報䛾獲得　　医師、看護師等から䛾必要な情報䛾獲得

社会的情報
カルテから䛾必要な情報䛾獲得　　家族から䛾必要な情報䛾獲得　　医師、看護師などから䛾必要な情
報䛾獲得

問診技術
わかりやすい質問　　主訴䛾聞き取り　　病歴䛾聞き取り　　既往歴䛾聞き取り　　時間䛾かかり過ぎな
い問診

医学的情報(他部門から)
医師、看護師等から䛾必要な情報䛾獲得

認
知
機

能
面

心理・精神機能検査

バ
イ
タ
ル
チ

叾
吚
ク

እほ（㢦Ⰽ・⾲情など）

⚗ᚷ⫥・運動䛾☜認　　Ύ₩な⎔ቃ䛾設定　　ឡ護的な᧯స　　⚗ᚷ⫥・運動䛾説᫂

㌿ಽ㜵Ṇ対⟇
᫆㌿ಽᛶ䛾☜認　　Ᏻな⎔ቃ設定　　ᣦ♧・説᫂　　ຓ・┘ど⨨

⾲情・㢦Ⰽ䛾ほᐹ　　␗ᖖなⓎờ、྾䛾☜認　　⓶䛾Ⰽㄪ䛾ほᐹ　　⑂ປឤなど䛾☜認

⬦ᢿ測定
動⬦䛾ゐ知　　リ䝈ム䛾☜認　　正☜なカ䜴ント

⾑ᅽ測定
Ᏻᴦな⫥䛾設定　　⫥に合わ䛫た⾑ᅽィ䛾設⨨　　動⬦䛾☜認　　䝬ンシ䜵ット䛾ᕳき᪉
⫈診器䛾用・ᙜて᪉　　ᅽ䛾ㄪᩚ　　正☜な測定

術部䛾管理

□ 㛗㇂川ᘧ⡆᫆知的機能評価スケール　　□ ᗣ㛵㐃 QOL　　□ Ᏻ・ᢚ䛖䛴ᑻᗘ

Ᏻᴦな⫥䛾設定　　ẕᣦで䛾ᅽ㏕　　部䛾≉定　　③䜏䛾✀㢮　　⛬ᗘ䛾☜認
③䜏䛜㉳䛣る部でẕᣦにឤ䛨るᛶ≧　　ᨺᩓ③䛾⠊ᅖ　　㛵㐃③䛾部・⠊ᅖ　　記録

医
療
人

と
し
て

⑊
③
検
査

問診

ព
㆑

䝺
䝧
ル

リ
ス
ク
管
理

情
報
収
集

医学的情報(カルテから)

運動検査

ゐᐹ検査

□ ᒁᡤ≧ែ䛾☜認
ど診

ゐ診
□ ᒁᡤ≧ែ䛾☜認

経過䛾☜認　部䛾☜認　ᛶ≧䛾☜認　⛬ᗘ䛾☜認　再⌧ᛶ䛾☜認　ቑῶ᮲௳䛾☜認　記録

□ VAS　　□ NRS　　□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⫥設定・ኚ　運動③䛾ㄏⓎ（運動䛾ᣦ♧、運動䛾再⌧）　③䜏䛾部・質・⛬ᗘ䛾☜認　記録
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見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

⾲ᅾឤぬ □ □ □

῝部ឤぬ □ □ □

」合ឤぬ □ □ □

ୖ⫥㛗㻛ୖ⭎㛗㻛前⭎㛗 □ □ □

ୖ⭎࿘ᚄ㻛前⭎࿘ᚄ □ □ □
ୗ⫥㛗(Ჲᯝ㛗・㌿Ꮚᯝ㛗)

㻛⭣㛗㻛ୗ⭣㛗 □ □ □

⭣࿘ᚄ㻛ୗ⭣࿘ᚄ □ □ □

⫪㛵⠇ □ □ □

⫝㛵⠇（前⭎） □ □ □

ᡭ㛵⠇ □ □ □

⫤㛵⠇ □ □ □

⭸㛵⠇ □ □ □

㊊㛵⠇ □ □ □

ᡭᣦ・㊊㊑ □ □ □

㢕部・体ᖿ □ □ □

⫪㛵⠇ □ □ □

⫝㛵⠇ □ □ □

ᡭ㛵⠇（前⭎） □ □ □

⫤㛵⠇ □ □ □

⭸㛵⠇ □ □ □

㊊㛵⠇ □ □ □

ᡭᣦ・㊊㊑ □ □ □

㢕部・体ᖿ □ □ □

□ □ □

□ □ □

検査⫥䛾設定・ኚ　運動᪉法䛾説᫂　᪉法（収⦰䛾☜認・ᢠ部・ᢠ᪉ྥ・ᢠ㔞・ኌか䛡
௦ൾ運動䛾ᢚไ　　㐺正なィ測時間　　⑂ປ䜈䛾配慮　　リスク管理　　判定

⢒➽ຊ測定
（ᥱຊ・⫼➽ຊ測定）

機器に䜘る➽ຊ測定 検査⫥䛾設定・ኚ　　運動᪉法䛾説᫂　　用機器䛾準ഛ・設定　　正しい機器䛾用
᪉法（収⦰䛾☜認・ᢠ部・ᢠ᪉ྥ・ᢠ㔞・ኌか䛡）　　௦ൾ運動䛾ᢚไ
時間䛾かかり過ぎないィ測　　⑂ປ䜈䛾配慮　　リスク管理

㛵
⠇
ྍ
動
ᇦ
測
定

検査䛾説᫂　検査⫥䛾設定・ኚ　検査中䛾ᣦ♧　ラン䝗䝬ーク䛾☜認　Ᏻ定したィ測⫥䛾ᢕᣢ
ᡭ技（ᅛ定、運動᪉ྥ・⠊ᅖ、動かすᙉ䛥・㏿䛥）　検査器ල䛾正しい用　ゅᗘ䛾ㄞ䜏取り
௦ൾ運動䛾ᢚไ　end feel 䛾☜認　時間䛾かかり過ぎないィ測　リスク管理

➽
ຊ
検
査

ᚐ
ᡭ
➽
ຊ
検
査

῝部⭝ᑕ


ᑕ
検
査

ឤ
ぬ
検
査

⫥設定　　検査᪉法に䛴いて䛾䜸リ䜶ンテーシ䝵ン　　検査器ල䛾準ഛ
検査器ල䛾正しい用᪉法（ᡭ㡰、่⃭䛾入䜜᪉）
ᛌឤ䛾ない検査䛾実施（時間䛾かかり過ぎ、ゐり᪉など）　　判定　　記録

ᙧ
ែ
測
定
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見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

⮩ □ □ □

ᆘ □ □ □

立 □ □ □

㟼的バランス □ □ □

動的バランス □ □ □

ᐷ㏉り □ □ □

㉳きୖ䛜り □ □ □

立䛱ୖ䛜り □ □ □

╔ᗙ □ □ □

□ □ □

□ □ □

㝵ẁ᪼㝆 □ □ □

基本動స
（ᐷ㏉り、Ṍ⾜など） □ □ □

セル䝣ケ䜰
（㣗、᭦⾰、入ᾎなど） □ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

Ṍ⾜
Ᏻな⎔ቃ設定　　㌿ಽに配慮したほᐹ⨨　　動స䛾ᣦ♧・説᫂　　前㢠面・▮≧面・Ỉᖹ面から䛾ほ
ᐹ　　動స䛾模倣　　立⬮┦䛾☜認（㔜心⥺と䜰ライメント、ᨭᣢ基底面、㛵⠇運動、➽ά動、運動䝟
ターン）　　㐟⬮┦䛾☜認（㔜心⥺と䜰ライメント、ᨭᣢ基底面、㛵⠇運動、➽ά動、運動䝟ターン）
Ṍ⾜⿵ຓල用≧ἣ䛾☜認　　能ຊ䛾☜認（ຓᗘ、スピー䝗、㐃⥆Ṍ⾜㊥㞳など）　　⑂ປ䛾考慮
記録

Ᏻに配慮できる⨨で䛾ほᐹ　　前㢠面・▮≧面・Ỉᖹ面から䛾ほᐹ　　ラン䝗䝬ーク䛾ゐ診
ᕥྑᕪ䛾☜認　　䝺ント䝀ンと䛾↷合　　患者に㈇ᢸ䛜かからない時間で䛾実施　　記録

バ
ラ
ン
ス
検
査

□ Functional reach test　　□ Timed up & go test　　□ Functional balance scale
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ ⪁◊ᘧά動能ຊᣦ標
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

検査・ㄪ査䛾㐺ษなᣦ♧・説᫂　　評価チ䝱ート・機器㢮䛾準ഛ　　正しいᡭ㡰　　⤖ᯝ䛾㐺ษな記録・判
定　　㐺ษな実施時間

□ CEQ　　□ Zarit 護㈇ᢸᑻᗘ

□ Barthel Index　　□ FIM

Ᏻな⎔ቃ設定　　動స䛾ᣦ♧・説᫂　　実用ᛶ（正☜ᛶ、Ᏻᛶ、㐙⾜時間、ᣢஂᛶ）䛾☜認
⮬立ᗘ䛾判定

□ ⮬Ꮿ⎔ቃ　    □ ⫋ሙ⎔ቃ　　　□ 施設⎔ቃ

□ ⛣動ᡭẁ　　□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

家ᒇㄪ査
⎔
ቃ

評価チ䝱ート

⎔ቃ評価(病Ჷなど)

評価チ䝱ート

生ά㛵㐃動స

A
D
L
評
価

基
本
的
A
D
L

ጼ
ໃ
ほ
ᐹ

動
స
ほ
ᐹ

ᒇ内・ᒇእṌ⾜　

ᛂ用Ṍ⾜

Ᏻな⎔ቃ設定　　Ᏻに配慮したほᐹ⨨　　動స䛾ᣦ♧・説᫂　　前㢠面・▮≧面・Ỉᖹ面から䛾ほ
ᐹ　　動స䛾模倣　　㔜心⥺と䜰ライメント䛾ほᐹ　　㛵㐃運動䛾☜認　　➽ά動䛾☜認（ゐ知）
⑂ປ䛾考慮　　記録

Ᏻな⎔ቃ設定　　᪉法䛾説᫂、ᣦ♧　　㌟体動ᦂ⛬ᗘ䛾☜認　　㌿ಽഴྥ䛾☜認　　㌿ಽ䛾ᅇ㑊
判定
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＊　疾患別　検査測定　項目

■運動器疾患 見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

■中枢神経系疾患 見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

ୖ⫥ □ □ □

ୗ⫥ □ □ □

②ᛶ評価チ䝱ート

□ □ □

□ □ □

クロー䝚ス
㐺ษな測定⫥　　༑ศな⬺ຊ　　䝝ン䝬ー䛾用　　正しい่⃭部　　㐺ᗘな่⃭　　必要᭱ᑠ㝈䛾
่⃭ᅇᩘ　　患者に㈇ᢸ䛜かからない時間で䛾実施　　ቑᙉ法䛾用　　判定　　記録

□ ༙ഃど✵間ኻ認　　□ ㌟体ኻ認　　□ ほᛕ運動ኻ⾜　　□ ほᛕኻ⾜　　□ ╔⾰ኻ⾜
□ Broca ኻㄒ　　□ Wernicke ኻㄒ　　□ ኻㄒ　　□ ὀព㐙⾜障害　　□ 記᠈障害
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 䝩䝣䝬ン・ト䝺ム䝘ーᑕ　　□ 䝽ルテン䝧ルグᣦᒅᑕ・䝽ルテン䝧ルグᚩೃ
□ ᢕᥱᑕ・ᙉไᡭ᥈りᑕ　　□ ㊊底➽ᑕ（ロッ䝋リー䝰・メン䝕ルー䝧䝠テ䝺䝣ᑕ）
□ バ䝡ンスキーᑕ

➽
⥭
ᙇ
検
査

༑ศᘱ⦆䛥䛫た⫥䛾設定　　ど診・ゐ診　　⿕動ᢠឤ䛾☜認　　⫥に䜘るኚ化䛾☜認
動సに䜘るኚ化䛾☜認ᕥྑᕪ䛾☜認　 判定（ᢡりたた䜏䝘イ䝣⌧象、㖄管・ṑ㌴ᵝᅛ⦰、ᅛ②⦰など）
ᛌឤ䛾ない検査䛾実施（時間䛾かかり過ぎ、ゐり᪉など）　　記録

□ Modified Ashworth Scale

ጼໃᑕ検査
Ᏻな⎔ቃ・⫥䛾設定　　እ่⃭䛾䛘᪉（部、⛬ᗘ、᪉ྥ）　　㌿ಽ䜈䛾配慮　　ጇᙜな判定

∦㯞⑷機能検査 □ Br.stage　　□ 12 ẁ㝵ᘧ∦㯞⑷機能テスト　　□ SIAS

Ᏻな⎔ቃ設定　　運動᪉ྥ（つ定䛾ጼໃ、ฟⓎ⫥、テスト動స）䛾説᫂・ᣦ♧　　ጇᙜな判定
患者に㈇ᢸ䛜かからない時間で䛾実施


ᑕ
検
査

㧗次⬻機能検査

運動ኻㄪ検査 □ ロン䝧ルグヨ験　　□ 㰯ᣦ㰯ヨ験　　□ ᣦ㰯ヨ験　　□ ⭸ᡴ䛱ヨ験　　□ ㊊㋃䜏ヨ験
□ 前⭎ᅇ内ᅇእヨ験　　□ ㊊㊑ᡭᣦヨ験　　□ ㋖⭸ヨ験　　□ ྥ䛣䛖⬯྇ᡴヨ験
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⬻神経検査

検査項目を記録

検査䛾㑅ᢥ　　検査᪉法䛾説᫂䛚䜘䜃ᣦ♧　　ጇᙜな判定

検査に䛴いて䛾説᫂　　検査部䛾設定・ኚ　　検査中䛾ᣦ♧　　測定部䛾㟢ฟ
ラン䝗䝬ーク䛾☜認  メ䝆䝱ー䛾用（䜘䛨䜜、⦆䜏䛾ないィ測）
ᛌឤを䛘ない測定（᧯స、時間䛾かかり過ぎ）

ᩚᙧእ⛉的検査

Ⲵ㔜検査

断➃࿘ᚄ

断➃㛗

ษ
断

ASIA

Yahr 䛾ศ㢮

病的ᑕ
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見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

主⛉・他部門情報

検査ᡤ見

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

■内部障害

Ᏻᴦ⫥䛾設定　　ᣦ䛾い᪉　　ᡴ診㡢䛾判定（Ύ㡢、⃮㡢、㰘㡢）　　必要᭱ᑠ㝈䛾ᡴ診ᅇᩘ

⫈診
Ᏻᴦ⫥䛾設定　　⫈診器䛾用　　⫈診部
྾㡢䛾聞きศ䛡（⫵⬊྾㡢、Ẽ管ᨭ྾㡢、㐃⥆ᛶラ㡢、断⥆ᛶラ㡢）

⬚㒌ᣑᙇᕪ
ィ測に㛵する説᫂・ᣦ♧　　ラン䝗䝬ーク䛾☜認　　メ䝆䝱ー䛾用（䜘䛨䜜、⦆䜏䛾ないィ測）
時間䛾かかり過ぎないィ測　　リスク管理

྾機能検査 □ ⫵Ẽ㔞ศ画　　□ 䝣ロー䝪リ䝳ーム　　□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


྾
・
ᚠ
⎔
機
能
評
価

情
報
収
集

□ 病Ჷで䛾㌟体ά動≧ἣ　　□ 心䛾㔜症ᗘ　　□ ண後䛾☜認
□ 㣗療法、㣗ᦤ取䜶䝛ル䜼ー䛾☜認　　□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ ⬚部画像　　□ 䜶コー　　□ 心㟁ᅗ　　□ ⾑ᾮ䜺ス　　□ ⾑ᾮ検査　　□ ⸆≀
□ ㊊㛵⠇・ୖ⭎⾑ᅽẚ（ABI）　　□ ⬦Ἴఏ㏿ᗘ（PWV）

□ ⢾・⬡質௦ㅰ（✵⭡時・㣗後䛾⾑⢾値、75g 経ཱྀ⢾㈇Ⲵヨ験など）
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問診

運動⪏ᐜ能検査
□ 䠒ศ間Ṍ⾜テスト　　□ シ䝱トル䜴䜷ーキングテスト　　□ 運動㈇Ⲵヨ験
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

㊊部評価
し䜃䜜・ឤぬ・⑊③・෭ឤ・間Ḟᛶ㊤⾜䛾☜認　　⓶䛾Ⰽㄪ・ட・ฟ⾑䛾☜認　　㊊㊑ኚᙧ䛾☜認
㊊⫼動⬦䛾☜認　　⓶ 䛾ほᐹ

⮬ぬ症≧䛾☜認　　྾ᅔ㞴ឤ、ᜥษ䜜䛾⛬ᗘ䛾☜認　　᪥ᖖ生άά動㔞䛾☜認（生άά動ㄪ査法な
ど）　　㌟体ά動㔞䛾☜認

ど診
⓶䛾≧ែ（ගἑ・ⴎ⦰）䛾☜認　　⬚部・⬨ᰕ䛾ᙧ≧䛾☜認　　྾䝟ターン䛾☜認　　チ䜰䝜ー䝊䛾
☜認　　バチ≧ᣦ䛾☜認

ゐ診
⫵ⴥ別䛾ゐ診　　㡢ኌ┞䛾☜認　　⓶ 䛾☜認　　ᾋ⭘䛾☜認　　ᛌឤ䛾ないゐり᪉

ᡴ診
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追加記録用紙　チ䜵ックリスト項目にな䛟、記録䛜必要な項目に䛴いて䛿ୗ記䛾✵ⓑに記録して䛟䛰䛥い䚹

見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

ጼໃᑕ検査
記
入
例
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４．精神運動スキル（治療技術）

　２）治療項目

見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

 ⇕療法 □ □ □

㉸㡢Ἴ □ □ □

ᐮ෭療法 □ □ □

㟁Ẽ่⃭療法 □ □ □

≌ᘬ療法 □ □ □

Ỉ治療法 □ □ □

そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　） □ □ □

⫪㛵⠇ □ □ □

⫝㛵⠇（前⭎） □ □ □

ᡭ㛵⠇ □ □ □

⫤㛵⠇ □ □ □

⭸㛵⠇ □ □ □

㊊㛵⠇ □ □ □

ᡭᣦ・㊊㊑ □ □ □

㢕部・体ᖿ □ □ □

⫪㛵⠇ □ □ □

⫝㛵⠇（前⭎） □ □ □

ᡭ㛵⠇ □ □ □

⫤㛵⠇ □ □ □

⭸㛵⠇ □ □ □

㊊㛵⠇ □ □ □

ᡭᣦ・㊊㊑ □ □ □

㢕部・体ᖿ □ □ □

ୖ⫥ □ □ □

ୗ⫥ □ □ □

体ᖿ □ □ □

＊　基本的　治療項目

㛵
⠇
ྍ
動
ᇦ
運
動

䝬

吚
䝃
呎
䝆

≀
理
療
法

㐺ᛂ・⚗ᚷ䛾☜認　　治療部䛾☜認　　᪉法・ὀព項䛾説᫂　　機器・≀ရ䛾᧯స
治療中䛾症≧ኚ化☜認　　治療後䛾症≧ኚ化☜認

他
動
運
動
㻛
䝰
䝡
ラ
イ
䝊
呎
シ

吾
ン

Ᏻ定した⫥䛾設定　　運動᪉法䛾説᫂・ᨭᣢ（ᅛ定、運動᪉ྥ・⠊ᅖ・スピー䝗）
㐺ษな運動䛾説᫂・ὀព　　正☜な運動䛜できているか䛾☜認・ㄏᑟ　　⑊③管理　　リスク管理

㛵
⠇
ྍ
動
ᇦ
運
動

ス
ト
䝺

吚
チ

Ᏻ定した⫥䛾設定　　Ᏻ定した患⫥䛾ᢕᣢ　　中枢ഃ䛾ᅛ定　　ឡ護的な運動
動かし᪉（運動᪉ྥ・スピー䝗）　　㛵⠇ໟ内運動䛾ㄏᑟ　　᭱⤊ᇦ䜎で䛾運動　　௦ൾ運動䛾ᢚไ
㐺ᗘなఙᙇᙉᗘ　　ఙᙇ⤌⧊䛾☜認　　⑊③管理　　リスク管理

ᡭ技䛾㑅ᢥ　　ᡭ技䛾説᫂　　Ᏻᴦな⫥䛾設定　　ᛌឤ䛾ない患部䛾ᢕᣢ
㐺ᗘな่⃭䛾䛘᪉（ᅽ㏕、運動）　　⑊③管理　　リスク管理　　治療後䛾症≧☜認
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見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

⫪㛵⠇ □ □ □

⫝㛵⠇（前⭎） □ □ □

ᡭ㛵⠇ □ □ □

⫤㛵⠇ □ □ □

⭸㛵⠇ □ □ □

㊊㛵⠇ □ □ □

ᡭᣦ・㊊㊑ □ □ □

㢕部・体ᖿ □ □ □

⫪㛵⠇ □ □ □

⫝㛵⠇（前⭎） □ □ □

ᡭ㛵⠇ □ □ □

⫤㛵⠇ □ □ □

⭸㛵⠇ □ □ □

㊊㛵⠇ □ □ □

ᡭᣦ・㊊㊑ □ □ □

㢕部・体ᖿ □ □ □

ୖ⫥ □ □ □

ୗ⫥ □ □ □

体ᖿ □ □ □

ୖ⫥ □ □ □

ୗ⫥ □ □ □

□ □ □

㟼的バランス □ □ □

動的バランス □ □ □

ᣢஂຊ運動

運動᪉法䛾説᫂　　Ᏻ定した⫥䛾ᅛ定　　運動中䛾ᣦ♧　　患⫥䛾ᣢ䛱᪉　　患⫥䛾ㄏᑟ
௦ൾ運動䛾ᢚไ　　運動をಁすため䛾ኌ䛡　　⑊③管理　　リスク管理

運動᪉法䛾㑅ᢥ・説᫂　　ὀព項䛾説᫂　　機器・用ල䛾準ഛ　　運動ᙉᗘ䛾設定（カル䝪䝛ン法、
Borg ᣦᩘ）　　機器・用ල䛾用　　運動᪉法䛾☜認・ㄏᑟ　　運動中䛾⬦ᢿ䛾☜認　　⑂ປឤ䛾☜
認　　⑊③管理　　リスク管理

バ
ラ
ン
ス
⦎
習

Ᏻな⎔ቃ設定　　᪉法䛾説᫂、ᣦ♧　　㔜心䛾㧗䛥䛾設定　　ᨭᣢ基底面䛾設定
㔜心⥺とᅽ中心䛾ᅛ定　　㛤㛢║䛾設定　　እ่⃭䛾䛘᪉
Ᏻ定面（バランス䝬ット、Ᏻ定ᯈなど）䛾設定　　㌿ಽ䛾ᅇ㑊

➽
ຊ
ቑ
ᙉ
・
⥔
ᣢ

ᚐ
ᡭ

ᢠ
運
動

運動᪉法䛾説᫂　　Ᏻ定した⫥䛾ᅛ定　　中枢ഃ䛾ᅛ定　　運動中䛾ᣦ♧（運動᪉ྥ・⠊ᅖ）
㈇Ⲵᙉᗘ䛾設定　　㈇Ⲵ䛾か䛡᪉（ᢠ部・㔞）　　௦ൾ運動䛾ᢚไ　　運動をಁすため䛾ኌ䛡
⑊③管理　　リスク管理

機
器
・
用
ල
䛾

用

機器・用ල䛾準ഛ　　運動᪉法䛾説᫂　　Ᏻ定した⫥䛾設定　　運動中䛾ᣦ♧（ᅛ定、運動᪉ྥ・⠊
ᅖ）　　㈇Ⲵᙉᗘ䛾設定　　機器・用ල䛾設定（㔜㗽䝧ルト䛾ᕳき᪉など）　　௦ൾ運動䛾ᢚไ　　運動
をಁすため䛾ኌ䛡　　⑊③管理　　リスク管理

㻯
㻷
㻯

Ᏻな⎔ቃ設定　　運動᪉法䛾説᫂　　ጼໃ・⫥䛾設定　　䝕䝰ンスト䝺ーシ䝵ン䛾実施
運動䛾ㄏᑟ・ᣦ♧（正☜ᛶ・ᛶ・スピー䝗）　　⑊③管理　　㌿ಽ䜈䛾配慮　　リスク管理

➽
ຊ
ቑ
ᙉ
・
⥔
ᣢ

⮬
動
運
動
㻛
⮬
動

ຓ
運
動
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見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

䝫䝆シ䝵ニング・Ⰻ⫥ □ □ □

ᐷ㏉り □ □ □

㉳きୖ䛜り □ □ □

ᗙ □ □ □

᳔Ꮚから䛾立䛱ୖ䛜り □ □ □

床から䛾立䛱ୖ䛜り □ □ □

立 □ □ □

ྛ基本動స䛾⪏ஂᛶྥୖ □ □ □

⛣ □ □ □

□ □ □

□ □ □

Ṍ⾜ □ □ □

ᛂ用Ṍ⾜ □ □ □

㝵ẁ᪼㝆 □ □ □

㉳ᒃຓ □ □ □

⛣ຓ □ □ □

Ṍ⾜ຓ □ □ □

㌴いすຓ □ □ □

□ □ □

□ □ □

治療体᧯（経験項目）

Ṍ⾜⿵ຓල䛾設定 □ □ □

⿵ල䛾設定 □ □ □

基
本
動
స
⦎
習

⎔
ቃ
設
定

運動学習

Ᏻな⎔ቃ設定　　動స᪉法䛾ᣦ♧・説᫂　　運動䛾ㄏᑟ（正☜ᛶ・ᛶ・スピー䝗）
能ຊにᛂ䛨たල・⿵ຓල䛾用　　⑊③管理　　㌿ಽ䜈䛾配慮　　リスク管理

Ᏻな⎔ቃ設定　　චⲴ᪉法䛾説᫂　　ᯇⴥ᮫䛾ㄪᩚ　　Ⲵ㔜ㄪ⠇（චⲴ）᪉法䛾ᣦᑟ
Ⲵ㔜㔞（චⲴ）䛾☜認　　ᯇⴥ᮫䛾い᪉（ᖹᆅ、㝵ẁ）䛾ᣦᑟ　　能ຊにᛂ䛨たຓ㔞・ຓ部
⑊③管理　　リスク管理

Ᏻな⎔ቃ設定　　動స᪉法䛾ᣦ♧・説᫂　　能ຊにᛂ䛨たṌ⾜⿵ຓල䛾㑅ᢥ・ㄪᩚ
能ຊにᛂ䛨たຓ㔞・ຓ部　　㌿ಽ䜈䛾配慮　　⑊③管理　　リスク管理

動
స

ຓ

Ᏻな⎔ቃ設定　　⚗ᚷ項䛾☜認　　セラピスト䛾⨨・ጼໃ
能ຊにᛂ䛨たຓ（部・㔞・᪉ྥ・タイ䝭ング）　　ຓ後䛾☜認

Ᏻな⎔ቃ設定　　⚗ᚷ項䛾☜認　　䝤䝺ーキ・䝣ット䝺スト・キ䝱スター䛾☜認・ᣦ♧
能ຊにᛂ䛨たຓ㔞　　Ᏻな᧯స　　対象者にと䛳てᛌ㐺な᧯స

㌴いす᧯స

චⲴṌ⾜

運
動
ᣦ
ᑟ

⮬主ト䝺ーニングᣦᑟ
䝕䝰ンスト䝺ーシ䝵ン䛾実施　　わかりやすい説᫂　　正しい運動䛾ㄏᑟ・ᣦᑟ
正☜にฟ᮶ているか䛾☜認　　⑊③管理　　リスク管理

□ ⭜③体᧯　　□ ⫪䛣り・㢕᳝体᧯　　□ ഃᙃ体᧯
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ ල᥇ᆺ　　□ ⩏㊊᥇ᆺ　　□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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＊　疾患別　治療項目

■運動器疾患 見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

■中枢神経系疾患 見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

ᗙ □ □ □

立 □ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

治療ᡭ技
（経験項目）

運
動
ኻ
ㄪ

⩏㊊╔⦎習

ศ㞳運動䛾ಁ㐍
（神経➽ಁ㏻）

断➃管理

Ṍ⾜⦎習

⬻
⾑
管
障
害
・
㢌
部
እ
യ

ឤぬ入ຊ

Ᏻな⎔ቃで䛾⦎習　　ᣦ♧・説᫂　　㌿ಽに対ᛂできる⨨で䛾┘ど
䜰ライメント（䝧ンチ・スタテ䜱ック）䛾チ䜵ック　　㔜心⛣動⦎習・バランス⦎習

ษ
断

䝎イ䝘䝭ック䜰ライメント䛾チ䜵ック　　㐺ษなṌ⾜⿵ຓල䛾設定　　Ṍき᪉䛾ᣦᑟ・説᫂
␗ᖖṌ⾜（እ㌿Ṍ⾜、体ᖿ䛾ഃᒅ、ศᅇしṌ⾜、内ഃ・እഃ䝩イップなど）䛾☜認

断➃䛾≧ែ（⓶・ᾋ⭘・യ・ᙧ≧）䛾☜認　　㐺ษなᙎᛶໟᖏ䛾ᕳき᪉
断➃࿘ᚄ・断➃㛗䛾ィ測　　断➃③・ᗁ⫥・ᗁ⫥③䛾☜認

ษ断⫥⦎習
Ⰻ⫥ಖᣢ䛾設定　　ษ断⫥䛾ྍ動ᇦ⦎習　　ษ断⫥䛾➽ຊᙉ化

㯞⑷䛾≧ែ、目的にᛂ䛨た⫥設定　　㐺ษな運動ㄢ㢟䛾設定　　運動ㄢ㢟㐙⾜≧ἣ䛾☜認
␗ᖖな➽⥭ᙇ䛾ᢚไ　　␗ᖖ運動䝟ターン䛾ᢚไ　　患者䜈䛾䝣䜱ー䝗バック
カ⦎中䛾ほᐹ（ព㆑、⾲情、バイタル䝃イン、ጼໃなど）　　リスク䛾☜認、管理

⿵ල療法
ල䛾必要ᛶ䛾説᫂　　正しい╔　　╔前後䛾☜認（Ⓨ㉥、ᅽ㏕など）　　╔᪉法䛾ᣦᑟ
╔ຠᯝ䛾判定

Ⰻ⫥ಖᣢ・体ኚ
目的䛾説᫂　　⫥設定䛾ため䛾≀ရ䛾準ഛ・用　　⫥設定（体ᖿ䛾対⛠ᛶ、㯞⑷䛾≧ែにᛂ䛨
た設定）　　リスク䜈䛾配慮


㌟
ㄪ
ᩚ リスク☜認・管理　　患者䜈䛾説᫂（中Ṇ基準など）　　㯞⑷䛾≧ែにᛂ䛨た⫥設定・体ᖿ䛾ᨭᣢ

カ⦎中䛾ほᐹ（ព㆑、⾲情、バイタル䝃イン、ጼໃなど）

運
動
㯞
⑷
ᅇ

カ
⦎

ᢠ㔜ຊά動䛾ಁ㐍
（ᩳ面ྎ、ᖹ⾜Წ内） 㯞⑷䛾≧ែ、目的にᛂ䛨た⫥設定　　㯞⑷ഃୗ⫥䛾管理（内ᑤ㊊、ᵔᣦ、ᙇ⭸など）

リスク䛾☜認・管理　　カ⦎中䛾ほᐹ（ព㆑、⾲情、バイタル䝃イン、ጼໃなど）
䜰ライメント䛾ㄪᩚ　　患者䜈䛾䝣䜱ー䝗バック

༠
ㄪ
ᛶ
カ
⦎

どぬ௦ൾ䛾用
Ᏻな⎔ቃ設定　　㙾䛾設定　　運動᪉法䛾説᫂・ᣦ♧　　正☜な運動か䛾☜認
ኻㄪ症≧にᛂ䛨た動き䛾ຓ・ㄏᑟ　　⑂ປ䜈䛾配慮　　㌿ಽ䜈䛾配慮　　治療ຠᯝ䛾☜認

体ᛶឤぬ情報䛾用 Ᏻな⎔ቃ設定　　㔜㗽㈇Ⲵ䛾設定　　ᙎᛶ⥭⦡ᖏ䛾設定　　運動᪉法䛾説᫂・ᣦ♧
正☜な運動か䛾☜認　　ኻㄪ症≧にᛂ䛨た動き䛾ຓ・ㄏᑟ　　⑂ປ䜈䛾配慮　　㌿ಽ䜈䛾配慮
治療ຠᯝ䛾☜認

□ 䝣䝺ンケル体᧯　　□ PNF（リ䝈䝭ックスタ䝡ライ䝊ーシ䝵ンなど）
□ そ䛾他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

■内部障害 見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

■そ䛾他項目（記録） 見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

䝟
呎
キ
ン
䝋
ン

神
経
➽
疾
患

ጼໃ▹正カ⦎

動సを用した
➽ຊ䜶ク䝃䝃イ䝈

運動に㛵する説᫂・ᣦ♧　　Ᏻ䜈䛾配慮　　ステー䝆にᛂ䛨た動き䛾ㄏᑟ
カ⦎後䛾ኚ化䛾☜認

⢒運動⦎習
運動に㛵する説᫂・ᣦ♧　　Ᏻ䜈䛾配慮　　ステー䝆にᛂ䛨た動き䛾ㄏᑟ
ᕥྑ対⛠ᛶ、ఙᒎ、ᅇ᪕等䛾␃ព

➽ຊ䝺䝧ルにᛂ䛨た動సㄢ㢟䛾設定　　運動に㛵する説᫂・ᣦ♧　　ㄢ㢟㐙⾜中䛾Ᏻ管理
運動中䛾ኌ䛡　　≧ἣにᛂ䛨た動స⿵ຓ　　㌿ಽ管理　　⑂ປ䜈䛾配慮　　過用症ೃ⩌䛾㜵Ṇ

運動療法 運動᪉法（Ṍ⾜、⮬㌿㌴䜶ル䝂メーター・䝃ーキットト䝺ーニングなど）䛾㑅ᢥ　　㠀バル䝃ルバᆺ䛾運
動䛾実施　　運動ᙉᗘ（目標心ᢿᩘ・AT・Borgᣦᩘ・METs）䛾設定　　運動時間䛾設定
運動㢖ᗘ䛾設定　　治療前後䛾バイタルチ䜵ック　　リスク管理

リ
ス
ク
管
理

運動中䛾䝰ニタリング
（経験項目）

□ ⬚部症≧䛾☜認　　□ 心㟁ᅗᡤ見　　□ 䝟ルス䜸キシメーター（SpO２）

□ ⮬ぬ的運動ᙉᗘ　　□ 心ೃ䛾☜認

྾管理（経験項目） □ 㓟⣲療法　　□ 人ᕤ྾器

⬚㒌ྍ動ᇦ運動 Ᏻᴦな⫥䛾設定　　⬚㒌䛾動き（㌿、ഃᒅ、⬚᳝過ఙᒎ、⬚᳝ᅇ᪕）䛾ㄏᑟ　　྾と䛾ྠㄪ
⫘間➽スト䝺ッチ（⫘㦵䛾ゐ知、㐺ษなఙᙇ᪉ྥ、ᙉ䛥、タイ䝭ング（྾時））
治療前後䛾☜認（⬚㒌䛾ᰂ㌾ᛶ・ᣑᙇᕪ、㢕部、体ᖿ䛾ྍ動ᛶ）

྾⦎習 ཱྀ す䜌め྾ᣦᑟ　　ཱྀ ⭡ᘧ྾ᣦᑟ　　ཱྀ 動స時䛾྾法ᣦᑟ

䝫䝆シ䝵ニング　　治療前後䛾྾䝟ターン䛾☜認　　྾ຓ（᪉ྥ、タイ䝭ング、ᙉ䛥）

⑱⦎習 体⑱⫥　　㍍ᡴ法（部、㐺ษな྇ᡴ、ᙉ䛥）　　動法（部、機器䛾用、ᙉ䛥）
治療前後、⫈診で䛾⑱䛾部、ኚ化䛾☜認　　スクイー䝆ング（ᅽ㏕䛾タイ䝭ング、ᙉ䛥）
⑱ᣦᑟ䛾実施

䝣ットケ䜰
㊊部䛾യや㠐᧿䜜䛾☜認　　㐺ษなケ䜰᪉法䛾ᣦᑟ　　⿵ල䛾用・╔᪉法䛾ᣦᑟ
╔前後䛾チ䜵ック（⓶䛾≧ែ、⑊③、യなど）　　⿵ල䛾ຠᯝ䛾☜認

必要な情報䛾㑅ᢥ　　㔜要な情報䛾ඃඛ㡰　　ఏわりやすい⾲⌧　　正☜㐺正な記㍕・సᡂ時間

記
録

カルテ記㍕

実施ィ画書䛾సᡂ

カン䝣䜯䝺ンス資ᩱసᡂ

⏦し㏦り書䛾సᡂ

患者ᣦᑟ用資ᩱసᡂ

インシ䝕ント䝺䝫ートసᡂ
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追加記録用紙　チ䜵ックリスト項目にな䛟、記録䛜必要な項目に䛴いて䛿ୗ記䛾✵ⓑに記録して䛟䛰䛥い䚹

見学
（解説）

模倣前期
（模倣後学生実施）

模倣後期
（学生実施後修正）

実施
（見守り）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

記
入
例

➽ຊቑᙉカ⦎
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䠑．体験症例 疾患名 記録用紙 䈜 学生䛜記入し䜎す

記入例：　4㻛24(㻱)　　　　᪥、　㼇䕧㼉 ほᐹ・見学、　㼇䕿㼉 ゐ知・⿵ຓ、　㼇䠡㼉 検査・評価、　㼇䠰㼉 治療

ኚᙧᛶ㛵⠇症

㦵　ᢡ

㠌ᖏᦆയ

༙᭶ᯈᦆയ

ᮎᲈ神経障害

⬨㧊ᦆയ

⬻⾑管疾患

䝟ーキン䝋ン病

ᑠ⬻障害

ከⓎᛶ◳化症

➽ⴎ⦰ᛶഃ⣴◳化症

神経➽疾患

認知症

ᗫ用症ೃ⩌・運動器Ᏻ定症

ᚠ⎔器疾患

྾器疾患

௦ㅰᛶ疾患
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白紙



６．臨床教育者コメント記入欄

実習施設名

CE　氏名

4．全体の印象について

※ 実習を通して、「社会スキル」「認知スキル」「精神運動スキル」および実習全体を通しての学生の印象につい
て、意見や見解をご記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

1．社会スキル

3．精神運動スキル

2．認知スキル
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